題目　　　　　　リスク選好の心理的基盤：
異なるドメイン間におけるリスク選好と楽観性の関係の検討
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本研究では、経済学や心理学、日常生活、さらに利益と損失といった異なるドメイン間におけるリスク行動を明らかにし、リスク選好の心理的基盤となる要因を探る。
経済学以外のリスク選好研究について注目すると、神経科学において、曖昧さを回避する際とリスクを回避する際の神経活動認知が類似していること、そして楽観性が高い人は曖昧さを回避しない、すなわち曖昧さ耐性が高いことが示されている。また心理学において、楽観性が高い人はリスクを回避しない、すなわちリスク耐性が高いということが明らかにされている。
このように曖昧さ耐性とリスク耐性、曖昧さ耐性と楽観性、楽観性とリスク耐性についての研究はされてきたが、曖昧さ耐性、リスク耐性、楽観性の三要素の関係性について一括した研究はまだあまり行われていない。本研究では、この三要素の関係性について検討する。

本研究の目的は、曖昧さ耐性がリスク耐性に与える影響に対する、パーソナリティ要因としての楽観性の関わりを探ることにある。そこで曖昧さ耐性がリスク耐性に影響する際に、心理的基盤として楽観性が共通していると仮定する。曖昧さ耐性がリスク耐性に影響する際に、心理的基盤として楽観性が共通しているのであれば、「客観的期待利得の情報が与えられない曖昧な状況を回避しない人は、自分にとって有益な現象が起こる確率を楽観的に予測するため、リスク愛好的な態度を示す」という理論仮説がたてられる。
以上の理論仮説を検証するために、北海道大学の学生にインターネット上で質問紙調査を行った。本研究の意義は、曖昧さ耐性、リスク耐性、楽観性を一括して扱っている点と、心理学の観点からもリスク選好についてアプローチし、日常生活でのリスク行動を測定する尺度を取り入れた点である。
　調査の結果、曖昧さ耐性がリスク耐性に影響する際に、心理的基盤として楽観性が共通していること、曖昧さ耐性がリスク耐性に及ぼす影響に対して楽観性が媒介効果を持つことが部分的に示された。しかしほぼ有意であるという結果だったため、楽観性が媒介しているとする十分な結果とはいえない。またリスク耐性を測定する質問項目として、損失ドメインに限定した項目が不足していたことから、利益ドメインと損失ドメインを含む十分な調査だったとはいえない。異なるドメイン間におけるリスク選好について今後さらなる検討が必要とされる。
